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教科等研究会（小・中学校特別支援教育Ⅰ部会） 

令和５年度 研究活動のまとめ 

１ 研究テーマ 
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３ 研究の概要 

(1)研究の内容 

     今年度は、自立活動の指導支援について、以下の内容で研修を行った。 

   第１回：①今年度の活動、②研究組織編成、③町別協議 

       授業研究会は毎年１回、各町で持ち回る。今年度は御船町の担当。  

   第２回：①自立活動についての講話 

講師：熊本県立菊池支援学校 宮崎亜紀 指導教諭 

       ②実践の紹介（班別） 

第３回：①自立活動の授業つくり 

     提案者：御船町立御船小学校 高本拓朗 教諭 

     助言者：熊本県立菊池支援学校 宮崎亜紀 指導教諭  

②情報交換 

第４回：①授業研究会 

授業者：御船町立御船小学校 高本拓朗 教諭 

助言者：熊本県立菊池支援学校 宮崎亜紀 指導教諭 

       ②年間反省 

 

 (2)成果と課題 

①成果 

・第一回目の研修で学びたいことアンケートをとり、「自立活動の実践」が一番多く、年間を通

して自立活動について学ぶことができた。また、同じ指導教諭が来ていただき一貫した学びが

できたと数多くの意見が上がった。 

 ・第２回目の研修は、情緒障がい部会と研修内容が一緒だったため合同で開催した。特別支援教育

の会員数が多くなり、知的障がい部会と情緒障がい部会は分かれての研修が多い中、一緒に開催

できたことは有意義だった。また、教育界全体が指導案から構想案に変わる中、自立活動につい

ては構想案では表記しづらいという意見がでていた。指導教諭から、指導案例を紹介してもらっ

たことで、とても参考になったという意見が多く聞かれた。 

・第３回の研修では、よりよい自立活動の授業にするため指導案の検討会を行った。協議の柱「知

的の自立活動において、集団の中でどのように授業を組み立てるのか」から、班別協議でアイ

ディアなどを出してもらった。また、個々に迫るために少人数で自立活動の授業を組み立てた

方がよいと助言をいただいた。 

   

②課題 

   ・第２回の研修後半、実践の紹介では、障がい種別のグルーピングを心がけるとよかった。 

・第２回、第３回については、授業代替えの調整が難しく参加ができない会員が複数名いた。 

   

４ 実践事例 

(1) 授業研究会の概要 

第２回目と第３回目の後、２度の事前検討会を経て本時の授業を実施した。自立活動における授業

者の工夫と意図があり、指導案が丁寧に作りこまれていた。また、自立活動の授業を通して児童

の変容が見られるものであった。 

 子どもの姿から出発する「分かる・できる」「楽しい」授業づくり 

      ～一人ひとりの教育的ニーズに応じた授業づくりの工夫～ 
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